
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同
義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含み
ます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所
以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが
期待される内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 平成24年1月23日

評価機関名 株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

法人名 有限会社ランドマーク

訪問調査日 平成23年11月15日

事業所名 グループホームあすなろ弐番館

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1490900030

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞



㈱R-CORPORATION外部評価事業部
自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成23年11月15日

事　業　所　名

（ 223-0058

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

平成　23　年度

株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成19年3月1日指 定 年 月 日

平成24年1月23日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

Ⅴ アウトカム項目

評 価 結 果
市町村受理日

平成24年2月2日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

①このホームの経営母体の（有）ランドマークである。現在の管理者の父親に当たるこの土
地のオーナーが、福祉活動の一環として所有地を利用して、グループホームを設立し、現在
も、家族経営で運営されている。同じ敷地内に２棟の建物があり、［あすなろ］と［あすな
ろ弐番館」の２つのグループホームになっている。東急東横線綱島駅からバス５分徒歩５分
の静かな住宅地の中にある。敷地が広く、竹林、野菜畑、果樹園があり、広々とした空間に
なっている。建物も余裕のある作りになっており、居室・リビングも広く、会議室・職員休
憩室もある。具体的なケアとしてのモットーである「普通の生活、自然とのふれあい、ゆっ
くりしたリズム等」が、実現される環境にある。
②地域との関係については、事業者が、地元の住民であり、町内会での交流は普段着の付き
合いになっている。恒例となっている地域との合同の［あすなろ祭］は、近隣住民・地元小
学生・ご家族も参加され焼きそば・綿菓子の模擬店も出て、盛大に行われている。地元小学
校との連携も深く、このホームの管理者が、小学校に出向き、授業を行うこともある。また
地元地域ケアプラザ・社協の要望に応え、見学会の実施、このホームの会議室を利用してセ
ミナーの開催等行われており、地元との関係は、深いものがある。
③ケアについては、［ゆとりのあるケア］が特色で、広い庭・畑を利用して、利用者が農作
物と接したり、外気浴を楽しむことができている。調理専門職員が週に５日前後来ており、
その分、介護職員の介護への時間を充実させている。また２カ月に一度の２ホーム合同の主
任・副主任会議も４ユニットの意見交換ができ、有意義なものになっている。年に一度の自
己評価は、職員各自が、全項目を記述し提出させており、職員自身の振り返りにもなり、管
理者の参考になることもあり、意味あるものになっている。

地域との連携を大切にしこれを理念にも謳っている。ホームが持つ情報や知識を認知
症についての講習会の依頼を受け開催したりして地域に還元し、又ホームと地域の情
報を交換し助けあえる関係を築いている。五月には大きな鯉のぼりをあげたりクリス
マスには庭に電飾を飾り地域の方にも楽しんで貰っている。ホームの中では入居者様
に閉塞感を与えないよう出来る限り普段はドアの鍵をかけない方針でいつでもオープ
ンにしている。職員の質の向上を目的として社内研修や外部研修に参加する様にして
いる。ホーム前の畑に実った野菜・果物などを入居者様と一緒に収穫し召し上がって
頂いている。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

36 ～ 55

56 ～ 68

）

横浜市港北区新吉田東六丁目１５番地１４号

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

15 ～ 22

23 ～ 35

自己評価項目

 1 ～ 14

　レ　認知症対応型共同生活介護

　□　小規模多機能型居宅介護

平成23年10月24日

サービス種別

定　 員　 等

グループホームあすなろ弐番館

登録定員

通い定員

宿泊定員

定員　計

ﾕﾆｯﾄ数

有限会社ランドマーク

1490900030
平成19年3月1日

所　　在　　地



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームあすなろ弐番館

ひまわり

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

理念に「人々（地域）とのふれあいを大切にし
ます」と謳っており、理念が書かれたものを玄
関や事務所内に掲示しいつも意識できるように
している。フロアー会議では理念に基ずくケア
を話合いそれを介護計画に盛り込み実践に繋げ
ている。

理念を「あすなろの具体的ケア」として分かりやすい
言葉で７項目にまとめ［私たちは常に心がけます。」
と意識付けをして掲示されている。職員を新しく採用
の際には、この理念を理解できる方を採用するように
し、職員間の共通認識は確立されている。

今後の継続

事業者が地元の住人であり「あすなろ」も町内
会に加入し回覧版や広報紙等も普通の家庭のよ
うに回ってきている。敬老の日にはお祝い品が
届く。地域と合同での「あすなろ祭」も恒例に
なっていて地元小学生の訪問もある。普段の散
歩では近所の方と挨拶を交わし日常的な交流を
している。

法人として町内会に加入し、事業者が地元住民でもあ
り、自然な形での町内会との交流が行われおり、地域
の協力も得て行われる「あすなろ祭］は、模擬店も出
て、毎年恒例の行事として、地元住民・小学生の参加
を得て盛大に行われている。近くの小学校との交流も
密に、友好な関係が保たれている。

今後の継続

地域の自治会・民生委員との連携を図り高齢者
の相談窓口になっている。また地域包括支援セ
ンターや民生委員・保健委員などの施設見学に
も応じ認知症についての勉強会も開いている。

平成19年9月から２ヵ月に一度定期的に開催し、
ホームでの現状を報告している。現状に沿った
意見交換をし理解して頂いている。またそこで
あがった意見やアドバイスを現場に持ち帰り質
の向上に活かしている。

運営推進会議は、２カ月に一度定期的に行われてお
り、「あすなろ」と「あすなろ二番館」合同で行われ
ている。町内会長・包括・各ユニット１名のご家族４
名も含め開催し、誤薬の問題や事故報告等、ホームの
出来事も全て開示して、ご意見を頂きサービス向上に
活かしている。

今後の継続

生活保護受給者の受入れの件やその入居者の状
況について連絡を取りあいお互いに共通理解を
するようにしている。また市町村担当者から本
人に代わっての事務手続き等を依頼される事も
ある。

生活保護受給者を受け入れており、区の生活保護担当
とは、連携を図っている。また、区の高齢福祉課から
は、研修の受け入れなどで協力関係が築かれ、連携が
とれている。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

内部研修を開き職員は必ず受講する様にしてお
り、外部研修の受講も推奨している。事業者・
管理者はそのような事が起きないよう職員のス
トレスにも注意し、職員からの相談に対応でき
るようにスーパーバイザーがいる。フロア会議
等で職員間で相談することでストレスが軽減で
きている。
職員に対する研修会を開いている。事業者・管
理者は外部研修にも出席し、家族の相談にのれ
るようにしている。実際に制度を利用している
人がいる。

契約時に重要事項の説明をしホームでの対応範
囲や困難な場合についても説明し、納得して頂
いている。その際には開所してからの事例をあ
げその対応策までも伝えている。（特別養護老
人ホームの申込等）

家族会を開いたり意見箱を設置し自由に思いを
外部に出せるようにしている。また運営推進会
議に家族の参加して頂いている。

家族会は、七夕とクリスマス会の前に行っている。２
ホーム合同で行い、ご意見を聞くようにしている。面
会時にもお話を伺うようにしていると共に、不穏な利
用者のご家族には詳しい個別介護記録を見せ理解を得
ている。来られないご家族には、電話で話をするよう
にしている。

今後の継続

日昼の施錠はせず入居者に閉塞感を与えないよ
うに努めている。入居者は自由に玄関前のベン
チや畑の散策に出入りしている。どのような事
が身体拘束にあたるか言葉の暴力について等の
研修会に参加しフロア会議でも常にそのような
事がおきないように努めている。

身体拘束しないケアには注意を払っている。ご家族が
安全のため作った柵を職員が外したケースもある。日
中は，施錠はせずいつでも外の庭や畑に出られるよう
にしている。言葉の暴力については、微妙な点が多く
フロア会議などで取り上げ、絶えず職員が意識できる
ようにして研鑽している。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

毎月のフロアー会議・常勤者会議に、ホーム
長・管理者が出席し職員からの意見を直接吸い
上げるようにしている。又職員は稟議書を使っ
て要望を出せるようにしている。

毎月のフロア会議・常勤者会議や２カ月に一度の合同
のリーダー会議などで意見交換を行うと共に、ホーム
長・管理者は、意見を吸い上げている。また、備品等
を購入する際には稟議書制度があり、職員は都度提出
する。具体例しては、年末用の追加の冷凍庫の購入、
ソファーの買い替えなどがある。

今後の継続

グルーホーム連絡会に加入している。他施設と
の交換研修を行いお互いの情報やノウハウを交
換して質の向上に向けている。交換研修後も研
修先の方とも連絡をしあい情報を取りあう事も
している。

代表者は全職員に資格取得を奨励し、取得者に
は資格手当を支給して励みとなるようにしてい
る。全職員対象親睦会では勤続年数に応じて報
奨する場をもうけている。又公的補助金を利用
し職員に還元している。

ホームでの研修日程を事前に示し常勤・非常勤
に関わらず研修に参加するようにしている。又
外部研修にも参加を勧めている。研修参加は報
告書を出し、研修に出ていない職員にも情報が
提供できるようにしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居にあたり事前にアセスメントを行い職員は
その情報を共有し早く馴染めるように配慮して
いる。本人と話し易い雰囲気作りに努め積極的
に声かけするよう努めており本人の顔色・表
情・言動から本意をくみとれるように努めてい
る。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

入居にいたるまでの家族の苦悩を受け止めるこ
とで少しでもご家族の心の中に罪悪感を生じな
いように努めている。入居間もない時期はこま
めに様子を伝え不安を解消して頂き家族と一緒
に考えていくように努めお互い話やすい関係作
りに努めている。

事前のアセスメントで本人・家族の現状をよく
伺い、他のサービスを含めて考えホームで生活
する上で必要な支援を考えていく。さらにそれ
を職員が共通認識し支援に努めている。

日常生活を共にすることで一人ひとりの出来る
ことを見極め一緒に行動し、一緒に笑い教えて
頂くこともある中でお互いに支え合う関係を築
いている。

家族の今までの御苦労・親を思う気持ち・戸惑
い等を理解したうえで一緒に本人を支え合って
いる。更には本人の要望・身体的状況を報告と
相談を常に心がけ共に考えて支えあっていく関
係を築いている。

入居以前から参加していた趣味のサークルに可
能な範囲で参加できるようにしている。又いつ
でも知人の来訪を歓迎している。他にも美容院
や医院も以前と同じ所に行かれるようにしてい
る。

利用者の中には、入居前の老人会の習字教室に通われ
ている方や、ご家族と共に定期的にお墓参りに行く
方、以前の美容院に予約を取り通われている方も居
り、これまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関
係が途切れないよう、支援に努めている。知人・友達
の来訪については、歓迎している。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

職員は利用者間の関係に留意して、利用者同士
が円満な人間関係がもてるように心がけ批難・
中傷的な言葉が聞かれた時には間に入り話題を
変えその場の雰囲気を変えるようにしている。
食席等も利用者同士の相性等を考慮して決める
ようにしている。

退居されたご家族にも時節の挨拶状などを送り
これまでの関係を大切にしている。また家族の
意向にそいながら退居後も面会に行っている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

家族や本人からの聞き取りと日頃本人からふと
漏れる言葉からその方の胸の内や願いをくみ取
るようにしている。

センター方式を取りれ、家族からの情報、本人からの
聴き取り等をきめ細かく記録して、本人の意向を把握
している。お風呂でリラックスした時等、ふと漏らさ
れる利用者の言葉等にヒントがあることもあり、様々
な場面で一人ひとりの思い等を汲み取れるよう努めて
いる。

今後の継続

入居にあたり実施しているアセスメントで生活
歴の情報を得ているが入居後も普段の会話や家
族との話の中でより深く今までの生活歴や生き
方を知る事が出来るようにしている。

利用者一人ひとりの生活のリズムを基本に過ご
して頂いている。バイタルチェックでその日の
身体的な状況を把握し、生活の流れの中で精神
面の状況を把握できるようにしている。常に
「いつもと違うな」と感じる直感を大事にして
いる。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

家族との面談で出た家族の思いや本人の日頃の
言動から見える思いをケアカンファレンスで話
合い計画作成している。一度できた計画につい
ても定期的に又必要時に見直ししている。

センター方式の一部を利用しながら、アセスメントを
作成し、介護計画につなげている。個別介護記録は、
直近の一週間分は、利用者全員の分をまとめてファイ
ルにし、職員が見やすいように工夫されている。毎月
ケアカンファレンスは行われ、３カ月毎に見直されて
いる。

今後の継続

毎日の記録記入で普段と違う出来事・言動等が
あった時はその日の職員間でミニカンファを行
い更に連絡ノートで全職員で情報共有を図って
いる。バイタル数値・排泄・水分量・服薬状況
の記録からも変化を読み取り計画の見直しに活
かしている。

地域包括センターや在宅時のケアマネージャー
の協力を得て多様なニーズに応えられるように
努めている。

ボランティア・小学校・保育園や地元町内会な
どの社会資源を活用している。地元サークルの
会に参加して楽しんだり、地域包括センターの
催し物に参加し楽しんだりできるようにしてい
る。

ホームに往診医がいるが本人・家族が希望する
かかりつけ医も大切にしている。往診は週に２
回あり普段の健康状態を把握してもらってい
る。往診医とは２４時間対応できる体制にあり
いつでも適切な医療が受けられるように支援し
ている。家族の希望で訪問マッサージの利用を
している例もある

ほとんどの利用者がホームのかかりつけ医の診断を受
けている。毎週２回訪問診療を受けている。往診医と
は２４時間対応できる体制にあり、いつでも適切な医
療が受けられるように支援している。訪問歯科は、必
要な都度、往診を受けている。ご家族の希望で訪問
マッサージの利用をしている例もある。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

訪問看護ステーションと契約しており日常の健
康管理や医療面での相談にアドバイスをもらっ
ている。訪問看護士と往診医との連携も取れて
いる。往診医と看護師との連携から排泄困難の
利用者に対して訪問看護師に処置を施行しても
らう事もある。

提携医療機関のソーシャルワーカーとは開所時
から相談窓口となって頂き必要時には担当医や
リハビリ担当者との相談機会を設けて貰えるよ
うにしている。入院中は出来る限り面会に行く
ことで安心して頂けるようにしている。

入居時にホームで可能な支援方法を説明し看取
り希望書で家族の意向を伺い同意書も用意して
いる。必要に応じ、医師・家族・職員同席の話
合いを設け本人・家族にとって最良の支援を考
え支援していくようにしている。

ホームでは、ターミナルケアを経験している。必要に
応じて医師・家族・職員、3者で同席での話し合いの
場を設け、最良の支援を行う体制を整えている。今後
も、条件が合えばターミナルケアは行っていく予定で
いる。

今後の継続

職員は救命法を受講する様にしている。定期的
に研修を開き未受講の者にもその機会を作るよ
うにしている。緊急時マニュアルが事務所にあ
り常に見られるようにしている。

消防署の立ち入り検査に合格している。事業者
と職員の一部が地元消防団に所属しノウハウを
他職員に広げている。各フロアに防災責任者の
資格を有する者を置いて地域住民を入れての防
災訓練を企画・実施している。

各フロアに防災責任者の資格を有する職員が配置さ
れ、春・秋の二回避難訓練を行っている。春は、２
ホーム合同で、ホームだけで避難訓練を行い、秋は、
地域住民も参加頂いて行っている。２階からの避難用
の非常用スロープ（滑り台）があり、回廊式のベラン
ダも設置されており、ハード面でも整備されている。
ホームは、消防署の立ち入り検査に合格している。

今後の継続
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

人生の先輩としての敬意を持ち接する様に心がけてい
る。トイレ・更衣・入浴等プライバシーを侵す危険性
の高い場面では特に注意を払い同性介護の希望時には
同性が対応するようにしている。普段の言葉かけや話
題・記録記入にも配慮している。個人情報の取扱につ
いても研修を開き留意を促している。

利用者の呼称は、必ずしも名字にこだわらず、利用
者・家族に取り人格を尊重し、誇りを損なわない表現
に考慮してお声掛けをしている。トイレ・更衣・入浴
等について、プライバシーを侵す危険性の高い場面で
は、特に注意を払っている。同性介護の希望時には同
性が対応するように配慮している。個人情報の取扱に
ついては、研修を開き留意を促して、利用者のプラバ
シーの確保に努めている。

今後の継続

個別対応や本人の思い・願いを傾聴しその人ご
とに支援している。レクリエーションやおやつ
等本人の選択肢を複数用意している。

本人の生活リズムや思いを尊重、出来る限り本
人にあった対応ができるようにしている。

美容師も自分の好みに合わせて自由に選ぶ事が
出来るようにしている。また希望により外の美
容室に出かけられるようにしている。（馴染み
の店に行かれている人もいる）スキンケア用品
や化粧品など希望する方には用意している。

利用者と職員が一緒に旬の野菜や果物を収穫し
準備や食事、片付けをしている。
禁食や苦手な物は食材や形態を変え対応してい
る。時には調理方法を教えて頂く事もある。

食事は、業者のメニュー・食材の配達を利用してい
る。ホームの畑の野菜や果物を利用者と一緒に収穫
し、料理にも食材として使用おしている。食卓の準備
や片付けには、利用者にお手伝いをして頂いている。
庭の芝生を利用して、戸外で遠足気分で食事すること
もある。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

個人毎に毎日のチェック表で食事量・水分量・
排泄状況・睡眠状況・服薬状況のを確認し各人
の状態にあった支援をしていくようにしてい
る。

食後の口腔ケアの大切さを職員は認識し、
チェックもしている。本人の気分を害さないよ
うに声掛けをしその人その人にあったケアを支
援している。時には訪問歯科の受診を利用しそ
の人の口腔状態をみて貰った上で最適なケア方
法をアドバイスしてもらったリしている。

排泄チェック表を活用し、一人ひとりの排泄リ
ズムを把握し訴えの少ない人に対してもこちら
からの声かけで失敗に至らないようにしてい
る。。安易におむつやパット使用に移行せず出
来得る限り普通の下着で過ごせるように支援し
ている。

排泄チェック表を活用し、利用者毎に折を見てのトイ
レ誘導により、トイレでの排泄を心がけている。安易
におむつに移行することないよう配慮している。利用
者の中にはおむつの使用からパット付き布パンツ改善
された方もいる。

今後の継続

便秘が不穏を生む一つの原因である事を理解
し、繊維質の食材や起床時の牛乳等やおやつの
ﾖｰｸﾞﾙﾄ等をを提供している。又特に便秘傾向の
方には出来る範囲での散歩や体操をして頂き慢
性便秘症の方には主治医と相談の上薬の対応を
している。

毎日入浴可能で好きな方は毎日、拒否の方は無
理強いすることなく調子の良い日に入浴して頂
き足浴をする事もある。同性介護希望者には出
来るだけ沿うように、湯温・入浴方法・時間等
把握している。

利用者の要望も入れ、午前中の入浴も可能とした。入
浴拒否の強い方は、声かけの職員を代えたり、時間帯
を変える等の工夫に努めている。同性介護希望者に
は、できるだけ希望に沿うようにしている。湯温や入
浴方法、時間等把握して、個々に応じた入浴の支援を
している。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

個々の時間の過ごし方を大切にしつつアクティ
ビティを工夫し気持ち良く過ごせるようにして
いる。また各利用者の睡眠状況を把握し心地よ
い睡眠に繋げられるよう午前の散歩を取りいれ
ている。

個々に薬箱を用意しそこに薬の作用・注意点を
記している。処方内容に変更がある場合は必ず
全職員が情報を共有している。研修の中で各利
用者の薬の効能・副作用を勉強した。これを機
会に更に薬に対して危機感ができ服薬支援や症
状の変化の確認に敏感に感じるようになってい
る。
個々の出来る事（掃除等）得意な事（トラン
プ・オセロ等）・興味のある事（料理等を把握
しその場面を作っている。その都度感謝・労い
の言葉を伝えやりがいを感じて貰えるようにし
ている。

外の畑で毎日のように外気浴している。また天気次第
で近くの公園への散歩コースもできている。誕生会に
は本人の好きな食事の店で外食の機会を持っている。
外出・散歩表を活用し外出機会の少ない方には買物を
理由つけし外出できるよう支援し、家族とも墓参りや
食事・旅行に出かけられるように支援している。

敷地内の畑・庭で毎日のように外気浴している。天気
の良い日は近くの公園への散歩も行っており、近くの
公園への散歩コースもできている。初詣・お花見・町
内の盆踊り見物等で、外出することもある。外出機会
の少ない方には、買い物を理由づけし外出できるよう
に支援している。また、家族とのお墓参りや食事、旅
行に出かけられるように支援している。

今後の継続

個々に財布を用意し散歩途中でコンビニより好
きなものを買ったりしている。地域の盆踊りや
イベントのあすなろ祭では財布を持ち好きな模
擬店で買物や遊びを楽しめるようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

書中見舞いや年賀状等の季節の挨拶をレクリ
エーションの中に取り入れており、家族や友人
から届く手紙に返信を出している。個人で携帯
電話を持っている人もいるが各フロアーに携帯
電話を用意しているのでそれを利用し自由に電
話が出来るように支援している。

普通の家庭を連想するように特別な物を置か
ず、窓から自然の明りが入るようにしている。
対面キッチンで空間を遮断せずいつでも利用者
と職員が会話ができるようにしている。ホール
の飾りには自分たちで作った作品や行事の写真
を飾り和やかな空気になるように工夫してい
る。

家庭的な雰囲気を醸すよう、特別なものは置か
ず、窓からの景色、自然な採光を活かすように
している。リビングは広く、利用者が作られた
作品や行事の写真を飾り、和やに過ごせる空間
を演出している。リビングでは、風船バレーを
行ったりして楽しむ機会もある。

今後の継続

ホールには３個の丸・四角のテーブルがありそ
の位置を自由にアレンジし自由に空間を作る事
ができる。ソファーも用意してあり仲間と座っ
てＴＶをみたりできる。ホール以外にもテーブ
ルを設置しひとりになれる空間もある。

本人が今まで使用し慣れている家具や寝具を置
いたり入居前に見慣れていたものを飾ったりと
少しでも違和感がないように工夫している。
（例：仏壇等）

居室には、これまで使用され、馴染みのある家
具やベッドを置いたり、見慣れた物を飾ったり
して、利用者が違和感がないように工夫し配慮
している。３月の震災の体験で背の高い家具
は、危険として一部取り除いて頂いた家具もあ
る。

今後の継続

全館バリアフリーになっていて廊下・トイレ・
風呂場の手摺を利用し少しでも長く自立して生
活ができるように工夫している。廊下は幅を広
く取っていて車椅子同士で行き交う事も可能で
ある。また個々の認識力に応じて扉に目印を付
けている。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

グループホームあすなろ弐番館

こすもす

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

生活保護受給者の受入れの件やその入居者の状
況について連絡を取りあいお互いに共通理解を
するようにしている。また市町村担当者から本
人に代わっての務手続き等を依頼される事もあ
る。

地域の自治会・民生委員との連携を図り高齢者
の相談窓口になっている。また地域包括支援セ
ンターや民生委員・保健委員などの施設見学に
も応じ認知症についての勉強会も開いている。

平成19年9月から２ヵ月に一度定期的に開催し、
ホームでの現状を報告している。現状に沿った
意見交換をし理解して頂いている。またそこで
あがった意見やアドバイスを現場に持ち帰り室
の向上に活かしている。

理念に「人々（地域）とのふれあいを大切にし
ます」と謳っており、理念が書かれたものを玄
関や事務所内に掲示しいつも意識できるように
している。フロアー会議では理念に基ずくケア
を話合いそれを介護計画に盛り込み実践に繋げ
ている。

事業者が地元の住人であり「あすなろ」も町内
会に加入し回覧版や広報紙等も普通の家庭のよ
うに回ってきている。敬老の日にはお祝い品が
届く。地域と合同での「あすなろ祭」も恒例に
なっていて地元小学生の訪問もある。普段の散
歩では近所の方と挨拶を交わし日常的な交流を
している。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

日昼の施錠はせず入居者に閉塞感を与えないよ
うに努めている。入居者は自由に玄関前のベン
チや畑の散策に出入りしている。どのような事
が身体拘束にあたるか言葉の暴力について等の
研修会に参加しフロア会議でも常にそのような
事がおきないように努めている。

家族会を開いたり意見箱を設置し自由に思いを
外部に出せるようにしている。また運営推進会
議に家族の参加して頂いている。

職員に対する研修会を開いている。事業者・管
理者は外部研修にも出席し、家族の相談にのれ
るようにしている。実際に制度を利用している
人がいる。

契約時に重要事項の説明をしホームでの対応範
囲や困難な場合についても説明し、納得して頂
いている。その際には開所してからの事例をあ
げその対応策までも伝えている。（特別養護老
人ホームの申込等）

内部研修を開き職員は必ず受講する様にしてお
り、外部研修の受講も推奨している。事業者・
管理者はそのような事が起きないよう職員のス
トレスにも注意し、職員からの相談に対応でき
るようにスーパーバイザーがいる。フロア会議
等で職員間で相談することでストレスが軽減で
きている。
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居にあたり事前にアセスメントを行いその方のバッ
クグランドを把握できるように努めている。全職員は
その情報を共有し「入居直後は不安定である」と念頭
に置き早く馴染めるよう本人と話し易い雰囲気作りに
努め積極的に声かけするよう努めている。本人の顔
色・表情・言動から本意をくみとるようにしている。

グルーホーム連絡会に加入している。他施設と
の交換研修を行いお互いの情報やノウハウを交
換して質の向上に向けている。交換研修後も研
修先の方とも連絡をしあい情報を取りあう事も
している。

代表者は全職員に資格取得を奨励し、取得者に
は資格手当を支給して励みとなるようにしてい
る。全職員対象親睦会では勤続年数に応じて報
奨する場をもうけている。又公的補助金を利用
し職員に還元している。

ホームでの研修日程を事前に示し常勤・非常勤
に関わらず研修に参加するようにしている。又
外部研修にも参加を勧めている。研修参加は報
告書を出し、研修に出ていない職員にも情報が
提供できるようにしている。

毎月のフロアー会議・常勤者会議に、ホーム
長・管理者が出席し職員からの意見を直接吸い
上げるようにしている。又職員は稟議書を使っ
て要望を出せるようにしている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

親戚や友人との関係が途切れない様にいつでも
来訪や電話・手紙を歓迎している。

日常生活を共にすることで一人ひとりの出来る
ことを見極め一緒に行動し、一緒に笑い教えて
頂くこともある中でお互いに支え合う関係を築
いている。

家族に通院やイベントの参加も協力して頂き一
緒に支えてるという感覚を持って頂くようにし
ている。

入居にいたるまでの家族の苦悩を受け止めるこ
とで少しでもご家族の心の中に罪悪感を生じな
いように努めている。入居間もない時期はこま
めに様子を伝え不安を解消して頂き家族と一緒
に考えていくように努めお互い話やすい関係作
りに努めている。

事前のアセスメントで本人・家族の現状をよく
伺い、他のサービスを視野に入れながらホーム
で生活する上で必要な支援を考えていく。さら
にそれを職員が共通認識し支援に努めている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

一人ひとりの生活のリズムを基本に過ごして頂いてい
る。バイタルチェックでその日の身体的な状況を把握
し、生活の流れの中で精神面の状況を把握できるよう
にしている。常に「いつもと違うな」と感じる直感を
大事にしている。些細でそれが何を意味するのか分か
らない変化でも情報共有し全職員が意識してケアする
ようにしている。

家族や本人から聞き取りとふと漏れる言葉から
その方の胸の内や願いをくみ取るようにしてい
る。日常のささやかな言動の変化を見逃さない
様にし何を欲しているかを推察できるようにし
ている。

入居にあたり実施しているアセスメントで生活
歴の情報を得ているが入居後も普段の会話や家
族との話の中でより深く今までの生活歴や生き
方を知る事が出来るようにしている。

退居されたご家族にも時節の挨拶状などを送り
これまでの関係を大切にしている。また家族の
意向にそいながら退居後も面会に行っている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

職員は利用者間の関係に留意して、利用者同士が円満
な人間関係がもてるように心がけ批難・中傷的な言葉
が聞かれた時には間に入り話題を変えその場の雰囲気
を変えるようにしている。食席等も利用者同士の相性
等を考慮してコミュニケーションが円滑にいくよう職
員が細かな配慮を行っている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

ボランティア・小学校・保育園や地元町内会な
どの社会資源を活用している。地元サークルの
会に参加して楽しんだり、地域包括センターの
催し物に参加し楽しんだりできるようにしてい
る。

ホームに往診医がいるが本人・家族が希望する
かかりつけ医も大切にしている。往診は週に２
回あり普段の健康状態を把握してもらってい
る。往診医とは２４時間対応できる体制にあり
いつでも適切な医療が受けられるように支援し
ている。

毎日の記録記入で普段と違う出来事・言動等が
あった時はその日の職員間でミニカンファを行
い更に連絡ノートで全職員で情報共有を図って
いる。バイタル数値・排泄・水分量・服薬状況
の記録からも変化を読み取り計画の見直しに活
かしている。

地域包括センターや在宅時のケアマネージャー
の協力を得て多様なニーズに応えられるように
努めている。

定期的なモニタリングを行い家族からの思いや
職員間でのカンファレンス内容を集約し介護計
画に反映させている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

消防署の調査に合格している。事業者と職員の
一部が地元消防団に所属しノウハウを他職員に
広げている。各フロアに防災責任者の資格を有
する者を置いて地域住民を入れての防災訓練を
企画・実施している。

入居時にホームで可能な支援方法を説明し看取
り希望書で家族の意向を伺い同意書も用意して
いる。必要に応じ、医師・家族・職員同席の話
合いを設け本人・家族にとって最良の支援を考
え支援していくようにしている。

職員は救命法を受講する様にしている。定期的
に研修を開き未受講の者にもその機会を作るよ
うにしている。緊急時マニュアルが事務所にあ
り常に見られるようにしている。

訪問看護ステーションと契約しており日常の健
康管理や医療面での相談にアドバイスをもらっ
ている。訪問看護士と往診医との連携も取れて
いる。往診医と看護師との連携から排泄困難の
利用者に対して訪問看護師に処置を施行しても
らう事もある。

提携医療機関のソーシャルワーカーとは開所時
から相談窓口となって頂き必要時には担当医や
リハビリ担当者との相談機会を設けて貰えるよ
うにしている。入院中は出来る限り面会に行く
ことで安心して頂けるようにしている。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

利用者と職員が一緒に旬の野菜や果物を収穫し
食卓にあげている。苦手な物や禁食は
食材や形態を変え対応している。片付けの場面
では自分が主婦だった時のことを回想し経験談
を話す良いコミュニケーションの場となってい
る。

一人ひとりが普段どのように過ごしているかを
把握し出来る限りそれに添って支援できるよう
に努めている。

美容師も自分の好みに合わせて自由に選ぶ事が
出来るようにしている。また希望により外の美
容室に出かけられるようにしている。（馴染み
の店に行かれている人もいる）スキンケア用品
や化粧品など希望する方には用意している。

人生の先輩としての敬意を持ち接する様に心がけてい
る。トイレ・更衣・入浴等プライバシーを侵す危険性
の高い場面では特に注意を払い同性介護の希望時には
同性が対応するようにしている。普段の言葉かけや話
題・記録記入にも配慮している。個人情報の取扱につ
いても研修を開き留意を促している。

日々の会話を大切にし希望をくみ取るように努
めている。本人の状況にもよるがおやつの場面
や衣服選び・どこへ外食に行きたいか等自己決
定の場を作れるようにして働くかけている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

便秘が不穏を生む一つの原因である事を理解
し、繊維質の食材や起床時の牛乳等やおやつの
ﾖｰｸﾞﾙﾄ等をを提供している。又特に便秘傾向の
方には出来る範囲での散歩や体操をして頂き慢
性便秘症の方には主治医と相談の上薬の対応を
している。

毎日入浴可能で拒否のある方は無理強いするこ
となく対応してしている。入浴されない時でも
清拭は毎日行い足欲もしている。失禁等で汚れ
た時はその都度入浴を行っている。各人の好み
の湯温・入浴方法・時間等を把握し同性介助希
望者には出来るだけ添えるようにしている。

食後の口腔ケアの大切さを職員は認識し、
チェックもしている。本人の気分を害さないよ
うに声掛けをしその人その人にあったケアを支
援している。時には訪問歯科の受診を利用しそ
の人の口腔状態をみて貰った上で最適なケア方
法をアドバイスしてもらったリしている。

排泄チェック表を活用し、一人ひとりの排泄リ
ズムを把握し訴えの少ない人に対してもこちら
からの声かけで失敗に至らないようにしてい
る。。安易におむつやパット使用に移行せず出
来得る限り普通の下着で過ごせるように支援し
ている。

個人毎に毎日のチェック表で食事量・水分量・
排泄状況・睡眠状況・服薬状況のを確認し各人
の状態にあった支援をしていくようにしてい
る。
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次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

個々に財布を用意し散歩途中でコンビニより好
きなものを買ったりしている。地域の盆踊りや
イベントのあすなろ祭では財布を持ち好きな模
擬店で買物や遊びを楽しめるようにしている。

個々の出来る事（掃除等）得意な事（トラン
プ・オセロ等）・興味のある事（料理等を把握
しその場面を作っている。その都度感謝・労い
の言葉を伝えやりがいを感じて貰えるようにし
ている。

外の畑で毎日のように外気浴している。また天気次第
で近くの公園への散歩コースもできている。誕生会に
は本人の好きな食事の店で外食の機会を持っている。
外出・散歩表を活用し外出機会の少ない方には買物を
理由つけし外出できるよう支援し、家族とも墓参りや
食事・旅行に出かけられるように支援している。

個々の時間の過ごし方を大切にしつつアクティ
ビティを工夫し気持ち良く過ごせるようにして
いる。また各利用者の睡眠状況を把握し心地よ
い睡眠に繋げられるよう午前の散歩を取りいれ
ている。

個々に薬箱を用意しそこに薬の作用・注意点を
記している。処方内容に変更がある場合は必ず
全職員が情報を共有している。研修の中で各利
用者の薬の効能・副作用を勉強した。これを機
会に更に薬に対して危機感ができ服薬支援や症
状の変化の確認に敏感に感じるようになってい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

本人が今まで使用し慣れている家具や寝具を置
いたり入居前に見慣れていたものを飾ったりと
少しでも違和感がないように工夫している。
（例：仏壇等）

全館バリアフリーになっていて廊下・トイレ・
風呂場の手摺を利用し少しでも長く自立して生
活ができるように工夫している。廊下は幅を広
く取っていて車椅子同士で行き交う事も可能で
ある。また個々の認識力に応じて扉に目印を付
けている。

普通の家庭を連想するように特別な物を置か
ず、窓から自然の明りが入るようにしている。
対面キッチンで空間を遮断せずいつでも利用者
と職員が会話ができるようにしている。ホール
の飾りには自分たちで作った作品や行事の写真
を飾り和やかな空気になるように工夫してい
る。

ホールには３個の丸・四角のテーブルがありそ
の位置を自由にアレンジし自由に空間を作る事
ができる。ソファーも用意してあり仲間と座っ
てＴＶをみたりできる。ホール以外にもテーブ
ルを設置しひとりになれる空間もある。

書中見舞いや年賀状等の季節の挨拶をレクリ
エーションの中に取り入れており、家族や友人
から届く手紙に返信を出している。個人で携帯
電話を持っている人もいるが各フロアーに携帯
電話を用意しているのでそれを利用し自由に電
話が出来るように支援している。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 19

介護者だけでなく家族も一
緒に利用者を支えている事
を深く理解してもらう。

カンファレンスや行事以外
の来訪して頂く。

12ケ月

2
13
31
47

高齢者にとって服用する薬
の危険性を知る必要があ
る。

各人の飲んでいる薬剤の
状況を把握する。

12ケ月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

グループホームあすなろ弐番館

平成23年11月15日

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

・面談場所をホーム内に限
定せずこちらから利用者と
一緒に出向く
・行事への来訪を促す案内
状を工夫する。

・医療関係との連携
・内部研修で得た知識を活
かし、各人の薬の内容をまと
めフロアー内で確認し合う。

目　　標
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